


「これはいったいなんだ」

俺は行く手を阻む物体に戸惑った。

 
さらさらと風にたなびく、キンモクセイの連なる茂みの下。

時にオレンジの粒のような花が散らばり、黒いアスファルトは上等な絨毯になる。

だからこの道は嫌いじゃない。殊更秋は。

ここは俺様の通り道。ほかのものは避けて通るようにと相場が決まっているのだが。

どうやらそうでもないみたいだな、とため息をつく。

 
「おい、少年。ここは俺様のテリトリーだぞ。ちょいとどいとくれ」

仕方なく、場所の移動を促すつもりでわざと、しゃがみこんだ少年の視界に入る。

顔を小さな手で覆っていた少年が俺の声に気がついて、こちらに顔を向ける。

目を大きくして、彼は俺を見つめた。

「ミケちゃん？」

俺の呼び名としてはもっと格好いいものが良かったが、不本意ながらも「にゃん」と俺は返事を

する。

大粒の涙がその頬からぽろんと零れ落ち、地面に吸い込まれたのを見て、俺ははじめてその少年

が泣いていることを知った。

ぽろぽろと零れ落ちる涙はすぐには止まりそうもない。

厄介なものに出くわしたなと思いながら、今更いたいけな少年を残してこの場を去るわけにもい

かないだろう。

慰めは俺が完全に不得意とする分野なのだがな。そう心の中でつぶやきながら

「どうした？なぜ泣いている」

なるべく少年を驚かせないようにそっと鳴いてみせる。

「苛められたのか？腹でも痛いのか？」

苛められたなら、俺がその相手を自慢のこの爪で引っかいてやろうか？

腹が痛いのであれば、寝ていればじき治るぞ。とにかく、早く悩みを解決させてそこをどいて

くれ。

しかし少年は俺の言葉を聞きもせずに、じっと俺の顔を見つめた。

 
「ミケちゃん、話を聞いてくれる？」

だから先ほどから聞いてやっているだろうが。

「…仕方ない、聞いてやろう」
自慢の耳をちょいと動かして、俺は少年の言葉を待った。

この俺様が、人間の子供の話を聞く羽目になるとはな。

退屈しのぎにたまにはいいだろうと、首をかしげる。

でもちょっとだけだ、本当にちょっとだけだぞ。なにしろ俺はこの後昼寝をしなきゃいけないん



だから。

俺に話を聞くように頼んだ割には、少年はなかなか口を開かない。

早くしてくれ、と尻尾を振って催促をする。

まあ、どうせ分かっちゃいないだろうがな。

「僕さ、自分に自信がなくなってきちゃった。卓ちゃんに、お前はダメな奴だって言われたの」

弱気な少年の顔を見上げて、俺はどうしたものかと耳の後ろを後ろ足でかく。

こういう込み入った話は苦手なんだがな。

「そう思ったら情けなくなっちゃって。僕、かけっこも遅いし、テストだってできない。ミケち

ゃんだってそう思うでしょう」

いきなりそう振られて、俺は目を白黒させた。

そう言われてもだ、猫として生きる俺としては、その『かけっこ』だとか『テスト』の重要性が

分からない。それほどまでに必要なものなのだろうか。それが不得意であればお腹が空いたり、

病気になったりするのだろうか。

違うだろう。

「そんなもののひとつやふたつ、気にするなよ」

少年の膝に飛び乗り、俺は頬に光る涙を舌でぬぐってやる。

まったく世話のかかる奴だ。俺様がここまでしてやっているんだ。感謝しろよ。

ミケちゃんくすぐったい。少年はそう言ってくすくす笑う。

「お前さんはそれよりももっといいものを持っているだろうが」

情報屋として名を馳せる俺を見くびらない方がいいぞ。

 
裏手のブチが、2ヶ月ほど前に大きな猛犬に出くわし、足が恐怖に竦んで動けなくなってしまった
。そのときに救ってくれた少年がいたと言っていた。少年は自分自身の足が震えているにもかか

わらず、飛びかかる犬から守ってくれた、と。

あれは少年、お前のことなのだろう。

その強さは『かけっこ』の遅さに劣るのか？

 
そして少年。

俺がこの木の名を知ったのはお前の草木に対する知識のおかげなのだよ。

秋に小さなオレンジ色の花をたくさんつける。

その名は『キンモクセイ』

他にもいろいろ知っているんだろう。

知識は『テスト』とやらの悪さに劣るのか？

 
お前さんが何に重きを置いているのかは知らんが、少年。

お前は本当の強さと賢さを知っていると俺は思うのだがな。

自分よりも弱いものが目の前で苛められていたとしたら、きっと少年は見捨てることなぞできな



いだろう。例え、その相手が自分よりも強いものだったとしても。

守りたいものを守れる強さがあればそれでいい。

それ以上もそれ以下もないんじゃないか。

膝の上から少年の目をじっと見上げる。早くそのことに気づけよ。

 
「誰でも迷いはあるものよ。少年が強くなりたいならその気持ちを忘れないことだ。少年が優し

くなりたいならその気持ちを忘れないことだ」

「なんだかミケちゃんの瞳、不思議な色をしているんだね。海みたいにきれいな碧色。本当にき

れいな色」

どうも。それは褒め言葉として受け取っておこう。

今日話を聞いてやった駄賃にもらっておく。

俺は小さく鳴いてみせる。

「変なの、なんだか僕ミケちゃんに慰められていたみたいな気がする。ミケちゃんに僕の言葉が

分かるはずないのにね。僕ってちょっと間抜けだ、アハハ」

いや、そうでもないぞ、少年。

俺様にはお前の言っていることがすべて分かる。

お前さんと意思疎通が出来ないのは、残念なことに少年が猫語を理解できていないことにあるの

だよ。まことに残念だ。

俺には珍しく少年と馬が合いそうなのにな。

『いつでも相談に乗ってやるよ』

そうつぶやいて俺は少年の膝から飛び降りた。

 
「ミケちゃんありがとう」

少年。お前は偉い子だ。

自分の弱さや欠点を認める強さを持ち、少年の目からは猫にしか見えない俺に対してもお礼の言

える礼儀正しい人間だよ。

「僕、強くなるから。僕の周りにいる人たちを守れるように強くなる」

そうだな、それがいい。

俺は少年の瞳を見あげる。

黒い瞳は輝きを失わない。握り締められたこぶしは意志の強さを示している。

「頼りにしてるぜ、少年」

 
そういい残して、俺はするりと少年の脇を抜けて日差しのあたたかい屋根へと飛び移っていった

。


